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第6期コンテスト  
    募集期間も折り返し！ 

【第6期投稿作品】※抜粋 

我が妻と 金婚式に 手をそえて          77歳 男性 玉野市 

ヘソクリを はさんだ本を 妻が読む        70歳 男性 総社市 

医者いらず 取りに行ったら 医者通い   76歳 女性 玉野市 

平成は 平和に終り 次世に継ぐ        89歳 男性 岡山市北区 

堂々と 赤きマニュキア 八十路坂        89歳 女性 岡山市東区 

寒い冬 水仙花が 春を呼ぶ               78歳 男性 玉野市 

出来るかな 九十歳で 初スマホ         90歳 女性 玉野市  

 

 

 

    「生き活き川柳コンテスト」 

           に関するお問い合わせは 

     TEL：0863-73-5073（二宮、山谷） 

第6期の募集期間は平成30年10月1日～今年の9月30日となっていま
す。早いもので折り返しとなりました。これまで100を超える作品が届い
ていますので一部を紹介いたします。（当社のホームページには全て
の作品が掲載されております。） 

【川柳豆知識】 川柳の里 久米南町 
久米南町の川柳は戦後間もない頃から「川柳に
よって新しい町づくりをしよう」を合言葉に根づい
た町民の文化で、川柳公園（左の写真）は、昭和
52年26基の川柳句碑が建立されたのを皮切りに、
新しい句碑が年々配置され美しい自然と調和した
心の安らぎの場として人々に親しまれています。
久米南町町制施行60周年を記念して行われた川
柳レッスンでは合計427人が参加し、ギネス世界
記録にも認定されました。 

久米南町の川柳公園 


